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                        要  旨  
 
本 研 究 の目 的 は、中 学 生 が持 つ性 のイメージを明 らかにし、今 後 の「生 命 と
性 の健 康 教 育 」や学 校 における健 康 教 育 に活 かすことを目 的 として行 った。中
学 生 を対 象 とし、 「性 」のイメージに関 して自 由 記 載 にて回 答 を求 め、カテゴリー
化 し帰 納 的 内 容 分 析 した。その結 果 、性 のイメージは、「コード」 8 7、≪サブカテゴ
リー≫ 2 5 、 【 カテゴ リー 】 1 3 、 『 コアカテゴ リー 』 9 、 さ らに 、 ｛生 殖 性 ｝ 、 ｛貴 重 性 ｝ 、
｛関 係 性 ｝、｛行 為 性 ｝、｛邪 悪 性 ｝、｛危 険 性 ｝、｛困 難 性 ｝の 7 つの｛要 素 ｝が抽
出 された。中 学 生 が抱 く性 のイメージとして、性 の意 義 の 1 つである快 楽 的 表 現
や性 犯 罪 等 に関 連 する嫌 悪 感 などネガティブなイ メージがある反 面 、性 の重 要
性 や人 間 関 係 の上 に存 在 する性 の尊 さなどポジティブなイメージの存 在 も明 確
になった。さらに、 「理 解 しがたい 」 という性 への理 解 が大 変 難 しく、困 惑 している
状 況 も明 らかになった。以 上 より、中 学 生 がより人 間 関 係 の中 で育 まれ、構 築 さ
れる性 であるこ とを解 釈 し、その多 様 性 を理 解 できるよう教 授 していくこ とが必 要
である。そのためには、医 療 関 係 者 が学 校 教 育 関 係 者 と協 力 し、生 命 教 育 を基
盤 として性 の健 康 に関 する教 育 体 制 整 えることが急 務 である。そして教 授 方 法 と
しては、事 例 検 討 やディスカッション 、ロールプレイ等 の演 習 を通 して、性 の意 義
である「生 殖 性 」 「快 楽 性 」 「連 帯 性 」の認 識 のバランスと、性 に関 する健 康 保 持
のスキルを身 につけられるよう、より科 学 的 で実 践 的 な教 育 が求 められていると示
唆 された。  
K e y  W o r d s :  生 命 と性 の健 康 教 育 ，性 のイメージ，中 学 生 ，思 春 期 ，性 教 育  
 
緒   言 
 
近年、我が国 10 代の性感染症および HIV の感
染増大が危惧され、中学校の学校教育における性
教育での医療関係者の役割は、重要であると考え
る。また、性の健康を考える上で生命についての理
解は必要不可欠であるといえる。文部科学省から
1996 年に中央審議会答申において「生きる力」が
提言され、教育現場のさまざまな教科で子どもへの
自ら学び自ら考える力を重要視されてきた。しかし
ながら、生命への理解は乏しく、自殺やいじめ問題
など現在の子どもを取り巻く環境は深刻かつ危機
的な状況である。さらに、文部科学省は 2012 年 4
月から新学習指導要領として新たに「生きる力＝
知・徳・体バランスのとれた力」を全面実施とし、「確
かな学力」と「健康・体力」に続いて「豊かな人間
性」であることを柱とした総合的な学習時間の充実
を推進している 1）。総合的な学習の目的には、「自
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己の生き方を考えるようにすること」といった目標が
明確に表現されており、その内容は、発展的で活
発なものが望ましいとの通達も出されている。そも
そも、生き方を考えるといった過程の中には、自己
の出生および自己を肯定的に捉えるための意味付
けや教育が関与しているものと考えられる。しかし、
各科目各単元において、それらは教員の能力や興
味関心に任されているのが現状であり、「生きる」、
「生命」、「性」は人間理解の上で点の状態で存在
し、日常的な理解には程遠いのが現状であると推
測できる。 
そして、現代の思春期の若者の性に関する行動
において、6 年毎に調査されている「青尐年の性行
動の全国調査」によると、前回調査の 2005年より低
下しているものの、2011 年では大学生では約半数
が性交を経験し、10 代の性行動の活発化している
現状下にある 2）。 そのような社会において性の健
康に焦点に当てても、思春期に確かな知識と健康
的な身体、また豊かな人間性をもって性の自己決
定していくための性アイデンティティを構築し成長
できるような教育・指導していくことが求められてい
る。 
木村らは、性教育の立場から性知識だけでは具
体的な性感染症予防や避妊行動に結びつかない
こと、また、望まない妊娠や性感染症から守るため
の対処行動が取れるためには自尊心を高め、豊か
なセクシャリティを育むことが必要であると述べてい
る 3）。 そして、人間関係や恋愛関係における価値
観、また望まない妊娠や性感染症予防の科学的な
根拠に基づいた知識、それらに伴う性への自己認
識が、若者たちの性行動への発展に影響を及ぼし
ていると考える。そこで、中学生の性行動を決定付
けるであろう、性のイメージを明確にし、それらから
今後の生命や性の健康教育への示唆を得ることが
必要であるのではないかと考えた。 
イメージは外的世界を心の中に表出するシステ
ムであり、感覚的な様相に依存するものである 4）た
め、中学生自身の成育歴や日頃の習慣の中でど
のような性への認識を持っているのかを問う上で、
的確であり容易であると考えた。そもそもイメージの
研究は、心理学的、特に認知科学の領域において
多く研究されており、「イメージそのものが概念的構
造的規則では割り切れない含蓄的意味を描き出し、
さらに本質的なものを直観する媒体ともなる」と言わ
れている 5）。つまり、明確な定義は把握しづらく、描
写しているものがイメージとすることや、認知科学で
は、イメージを主観的な感覚として心の中に作り上
げる現象と説明している。中学生に性についてのイ
メージを問うことは、生命のイメージを分析したと同
様に心の中で起きている概念構築の過程である性
そのままの描写にほかならない。そして、心の中に
作り上げられている性の現象は、まさに生きてきた
現在までの自己の性を象徴していると考える 6）。
東・小倉は、セクシャリティに関する規範は（セクシ
ャリティの秘匿性のため）その時代や文化によって
変容しがたい頑固な規範でありセクシャリティにお
ける性役割のステレオタイプについて、男性は女性
と比して肉欲的であり、女性は情緒的であると述べ
ている 7）。また高校生の妊娠と性のイメージについ
て調査した赤井らは、男子は性のイメージが肯定
的かつ多面的であるが、女子は否定的なイメージ
があったため、肯定感のもてる働きかけが重要であ
ると述べている 8）。さらに植田らは、中学生の性イメ
ージについて、得点が高かった項目の順序が男女
共に比較的類似しており、それらは性に対する真
摯なイメージを表すものであったことと述べており、
性差がないことを明らかにしている 9）。 道又は「解
釈された情報を保存することでイメージが生成され
るが、その解釈の操作こそイメージである」と述べて
いる 10）。このような結果より、「性」をイメージする過
程こそが、性の意味や意義を思考することにつな
がり、それらを肯定的に解釈することにより、自己の
性の概念構築の初期段階に活かすことが出来るの
ではないかと考えた。 
本研究は、中学生が持つ「性」のイメージを明ら
かにし、今後の「生命と性の健康教育」および、学
校における生活指導や教育に活かすことを目的と
して行った。 
昭和大学保健医療学雑誌 第 12 号 2014 
56 
 
 
 
方 法 
１．研究デザイン 
本研究は、中学生質問紙調査を通して、中学生
が持つ｢性｣のイメージを明らかにすることを試みた
帰納的研究である。中学生の性の概念構造を把握
することは、「生命と性の健康教育」プログラムの構
築への探索的アプローチ段階といえ、中学生の
「性」への現象を理解するために有効性が高いと判
断し、イメージの記述的な方法を用いた。中学生が
日常生活や今までの教育を通して感じたり考えたり
して構築されつつある性のイメージをカテゴリー化
することで明らかにする質的帰納的研究である。 
２．研究協力対象者 
 関東近郊A県内公立中学校 1校であり、今後「生
命と性の健康教育」を行う予定の公立中学校であ
る。今までに、特別授業などにおいて性教育や性
の健康教育未実施である 1 年生と 3 年生の 583 名
を対象として行った。 
３．データ収集方法 
１）研究協力者依頼の手続き 
学校長の了承のもと、学年主任および養護教諭
に研究計画書と口頭で本研究の趣旨を説明し、研
究への依頼をした。データ収集後に行われる『生命
と性の健康教育』には、県衛生部の協力も得て、県
が作成している性の健康に関するリーフレットの配
布を行った。研究対象者には、研究者が書面と口
頭により研究の目的、方法、趣旨を説明すると共に、
研究協力を依頼した。 
２）データ収集の実際 
特別授業の『生命と性の健康教育』の前に、体
育館に椅子を 50cm 間隔に配置し、特別授業前に
「生活、生命、性における意識調査」とした質問紙
および研究協力依頼を記した冊子を配布し、「性と
はどのようなものだと思いますか．イメージとしてお
答え下さい」と無記名で自由記載にて回答を求め
た。冊子は学生の記入したものが見えないよう表紙
や裏表紙を 2 重にするようにして配慮した。記入す
る所要時間は他の質問内容を含め約 20 分とした。
終了した者から冊子を閉じ、研究者が回収ボックス
を持ち回収した。その間に学校関係者および教員
は、学生間の巡回を禁止した。 
3）データ収集時期 
データ収集期間は 2011 年 7 月であった。 
４． データ分析方法とその過程 
文脈を記録単位とし、その意味や目的を読み込
みながら類似した内容（記述データ）をコード化した。
データが示す意味や内容を分析し、同じ意味や内
容を示すデータが複数みられるものは 1つのコード
にまとめた。そして複数のコードを、「性」の類似性
や相違性を比較分析し、各「コード」が表す語彙か
ら共通の意味内容を示すものを抽出し、≪サブカ
テゴリー≫として命名し、抽象度を高めサブカテゴ
リーから【カテゴリー】へ、カテゴリーから『コアカテゴ
リー』へ、コアカテゴリーから { 要素 }へと更なる抽
象化をして行った。 
信頼性と妥当性を高めるために定期的に、大学
入試センター研究開発者 1 名、思春期学研究者 1
名、研究対象ではない中学生 2 名にスーパーバイ
ズを受けた。そして、第 31 回日本思春期学会（軽
井沢）において演題発表し、得られたフィードバック
を分析内容に取り入れ、さらにスーパーバイズを受
け、検討を繰り返した。 
５．倫理的配慮 
対象者の生徒へは、下記の 5 点を口頭と紙面に
て説明し、承諾を得た。同意しないものに関しては、
未記入で提出するよう依頼した。1）調査の参加や
中断は、自由意思であり不利益をこうむる事はない
こと。2）結果は研究者以外に用いることはないこと。
3）学校の成績・評価には、全く関係がないこと。4）
健康を推進するための授業などで用いることがある
こと。5）最終的には質問紙、データ等は焼却処分
とすること。
保護者へは、研究の趣旨を学年便りで通達し、調
査後の「生命と性の健康教育」へはサテライトでの
自由参加を促した。なお、本研究は昭和大学倫理
審査委員会の承認を得た（承認番号第 218 号）。 
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６．用語の操作的定義 
・性のイメージ 
イメージの種類には、残像、直観像、表象像があ
るが、残像と直観像は明確な外部刺激によって形
成される。表象像は意識して浮かべたり、言語刺激
によって浮かんだり、身体の内部状況によっても浮
かび、外部刺激が不鮮明な場合により鮮明になる
5）といわれており、本研究のイメージは、表象像とし
てのイメージであるため、「性」を意識した際に浮か
んでくる言葉や概念を性のイメージとして定義し
た。 
・ 性の健康 
武田による性の健康概念 11）を参考とし、「セクシ
ャリティに関連する Physical・Mental ・Spiritual・
Social の 4 側面が適応している状態」と定義した。 
・ 性行動 
 性の健康：武田による性の健康概念 14）を参考とし、
「セクシャリティに関連する Physical ・Mental ・
Spiritual・Socialの 4 側面が適応している状態」と定
義した。 
・ 生命と性の健康教育 
本研究者が中学生を対象に約 10 年以上にわた
り行っているライフスキル教育に基づいた健康学習
プログラムであり、生命教育、性の健康教育、ストレ
スマネジメント教育の 3 年間の積み上げ式段階別
教育である（表 1）。12）
表１． ライフスキル教育を基盤とした「生命と性の健康教育」
時間 授業内容 媒体および使用物品 ライフスキル教育の該当
生
命
教
育
1年生
100分
生命ってなんだ？ パワーポイント 自己認識・創造的思考
生命創造 VTR 自己認識・創造的思考・共感性
妊婦体験 妊婦体験スーツ 自己認識・創造的思考・共感性
新生児抱っこ体験 沐浴人形 自己認識・創造的思考・共感性
死にゆく生命 小児がんの事例 自己認識・批判的思考・共感性
「生命の木」の作成 模造紙・葉型の付箋 自己認識・創造的思考
性
の
健
康
教
育
2年生
100分
思春期・第二次性徴 パワーポイント 自己認識・共感性・ストレスへの対処
性の意義と多様性 パワーポイント 情動への対処・対人関係スキル
恋愛・危険な性の情報分析 情報分析シート 批判的思考・効果的コミュニケーション
グループワークと発表 性の商品化の事例 効果的コミュニケーション・対人関係スキル
誘惑を回避するロールプレイ 台本と仲間 自己認識・共感性・対人関係スキル
「性の健康の木」の作成 模造紙・葉型の付箋 自己認識・創造的思考
ｽﾄﾚ
ｽ
ﾏ
ﾈｰ
ｼﾞ
ﾒﾝﾄ
教
育
3年生
100分
生命と性の健康の復習 パワーポイント 効果的コミュニケーション
ストレスとｽﾄﾚｽﾒﾏｰｼﾞﾒﾝﾄ パワーポイント 自己認識・ストレスへの対処
ストレッチとタッピングタッチ 自分や友人の身体 対人関係スキル・ストレスへの対処
ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝと呼吸法 ｱﾛﾏ α波の音楽とｽﾄﾛｰ 自己認識・ストレスへの対処
「ストレスマネジメントの海」作成 模造紙・波型の付箋 自己認識・創造的思考
結     果 
 
     
対象は 583 名中 405 名（1 年生 196 名：男子 94
名、女子 102名、3年生 207名：男子 106名、女子
101 名）であった。 
データ分析結果は、表 2 に示す通りであり、記述
データ数は 226 であり、67 の「コ―ド」から 26 の≪
サブカテゴリー≫、13 の【カテゴリー】、8 つの『コア
カテゴリー』が抽出され、7 つの｛要素｝が導き出さ
れた。中学生が持つ性のイメージの要素は、{生殖
性}、{貴重性}、{関係性}、{行為性}、{邪悪性}、{危険
性}、{困難性}という 7 つが抽出された（表 2）。
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表2． 中学生が抱く｢性のイメージ｣
要素 ｛ ｝ コアカテゴリー『 』 カテゴリー 【 】 サブカテゴリー≪ ≫
生殖性 生命の連続 生命誕生と養育
生命の誕生
生命と生命をつなぐ
生命をはぐくむ
貴重性 価値あるもの 価値あるもの
素晴らしいもの
大事なもの
神秘的なもの 神秘的なもの 神秘的なもの
関係性
コミュニケーション 人とのコミュニケーション
互いの理解と協力
コミュニケーション
恋愛関係
恋愛感情と愛情表現
愛情の表現や確認
恋愛や交際
ロマンチックなもの ロマンチックなもの
行為性 性行動 性行動による結びつき 性の結びつき性的行動
邪悪性 邪悪な感情
嫌な感じ
嫌なもの
曖昧な不快感
淫らな恥ずかしさ
淫ら
はずかしさ
むなしい感情 むなしい自己満足
危険性 リスクの認知と学習
性犯罪やリスク
性犯罪とリスク
注意すべきこと
リスクによる学習の必要性
まだ早いこと
学習してから行う
困難性 理解しがたいもの よくわからなく難しいもの 難しくてわからないいろいろな使われ方
 
要素 1｛生殖性｝では、コアカテゴリー『生命の連
続』からなっていた。コード｢子孫を残す｣｢生命の誕
生｣より≪生命の誕生≫、｢命と命をつなぐバトン｣
｢その種の保存｣より≪生命と生命をつなぐ≫、｢生
命を育む｣より≪生命をはぐくむ≫からカテゴリー
【生命誕生と養育】となり、生命の存在の把握に留
まることなく、その連続性への理解があった。 
要素 2｛貴重性｝では、コアカテゴリー『価値ある
もの』、『神秘的なもの』からなる。コード「すごい」
「素晴らしい」｢良いものだと思う｣から≪素晴らしい
もの≫、「大事なもの」「大切なもの」「生きる上で必
要」から≪大事なもの≫として【価値あるもの】となり、
その重要性を理解していた。また、コード｢神秘的｣
｢神秘｣などより≪神秘的なもの≫として、貴重であ
り神秘的な状況が感じられていた。 
要素 3｛関係性｝では、コアカテゴリー『コミュニケ
ーション』と『恋愛関係』からなる。コードとして、「本
当にお互いがわかりあえること」「自分たちで関わっ
ていくこと」｢気持ちが通じ合ってないとならない｣な
どの≪互いの理解と協力≫と、「コミュニケーション
の上で大切なもの」「人と人の関わり」などの≪コミュ
ニケーション≫を合わせてカテゴリー【人とのコミュ
ニケーション】として、そこには人間対人間の中に
存在し育まれる心理的な『コミュニケーション』があ
った。さらに、｢愛情表現｣｢相手に愛を伝える 1つの
方法｣｢愛情を深め合う｣｢愛し合って初めて価値あ
るもの｣から≪愛情の表現や確認≫と、コード「恋
愛」「男女交際」「性別の違う人と付き合うこと」から
≪恋愛や交際≫の 2つのサブカテゴリーから【恋愛
感情と恋愛表現】があった。コード「ロマンチックな
もの」「ロマンチック」から≪ロマンチックなもの≫とし、
【恋愛感情と愛情表現】と共に『恋愛関係』という性
の中にある連帯性にも通ずる相互の関係的なイメ
ージがあった。 
要素 4｛行為性｝では、コアカテゴリー『性行動』
からなる。コード「性の交換」「互いの性の証を確認
するもの」｢性と性が結びついたもの｣などの≪性の
結びつき≫とコード「セックスのこと」「互いが気持ち
よくなる行動」「H なこと」「男子女子がひとつになる
こと」などの≪性的行動≫を合わせ、カテゴリー【性
行動による結び】とし、性のイメージは性行動そのも
のと感じていた。 
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要素 5｛邪悪性｝では、コアカテゴリー『邪悪な感
情』からなる。コードとして「汚いもの」「キモイ」｢言
葉にしたいものではない｣｢気持ち悪い｣などからな
る≪嫌なもの≫としたサブカテゴリーと、「尐し嫌な
ものだと思う」「良い事ではない」という≪曖昧な不
快感≫が存在し、カテゴリー【嫌な感じ】というイメー
ジがあった。さらに、コードとして｢淫らな行為｣から
≪淫ら≫、｢恥ずかしいこと｣から≪恥ずかしさ≫の
2つから【淫らな恥ずかしさ】とした。また｢虚しさ｣｢単
なる自己満足｣より【虚しい感情】というイメージを持
ち、3 つのカテゴリーよりコアカテゴリー『邪悪な感
情』とし、中学生が抱く性のネガティブな感情が明
確になった。 
要素 6｛危険性｝では、コアカテゴリー『リスク認知
と学習』からなる。コードとして、｢感染症とか病気と
か」「性犯罪とかは嫌」から≪性犯罪とリスク≫が存
在し、「そんな簡単には出来ない」「面白半分に考
えてはいけない」「2 人で責任が取れないといけな
い」から≪注意すべきこと≫の 2 つより【性犯罪とリ
スク】という近年の性犯罪に関する事件でも伺われ
るような性行動の陰の部分とそのリスク認知が表れ
た。また、｢今はしない｣｢中学生がするものではな
い｣「自分で学ぶもの」から≪まだ早いこと≫という
中学生における性に関する行動的な躊躇が感じら
れ、また「ちゃんと考えていかなければならないこ
と」「もう尐し勉強してからするもの」「学んでからする
もの」として≪学習するもの≫が存在し、性行動に
ついて知識として知った上で危険性の把握とその
危険回避のための学習の必要性を感じていた。 
要素 7｛困難性｝では、コアカテゴリー『理解しが
たいもの』からなる。コードとして「難しい」「よくわか
らない」「特に関心もない」から≪難しくてわからな
い≫があり、「いろいろな使われ方がある」「ストレス
や悩みも解消できる」から≪いろいろな使われ方≫
という理解が十分でない困難さが存在した。そして、
『理解しがたいもの』という中学生の「性」そのものの
理解の限界と内容表現のしにくさ、また性に関心が
ないという現在の思春期の若者の無関心さが表現
された。 
考 察 
 
本研究の中学生の性のイメージの要素は、{生殖
性}、{貴重性}、{関係性}、{行為性}、{邪悪性}、{危険
性}、{困難性}という 7 つが抽出された。その抽出経
過では、多義的で否定的な印象から生命に似た情
動から抽象的な肯定的な感情まで多岐にわたって
いた。これは、植田が中学生を対象にしたピア・エ
デュケーションによる性教育を通して行った量的な
性のイメージ研究において、ポジティブなイメージと
ネガティブなイメージが二極化した調査結果と同様
の結果となった。ポジティブの項目であれば、「うれ
しい」「興味のある」「しあわせ」「楽しい」「良い」「清
い」「あたたかい」等があり、ネガティブなイメージで
あれば「いやらしい」「きたない」「スケベな」「秘密
の」「みにくい」等の質問項目があり、それぞれ高値
をしめていた 9）。本研究では、{生殖性}、{貴重性}、
{関係性}に関しては、性のポジティブなイメージとし
て受け止めることができ、{行為性}、{邪悪性}、{危険
性}に関しては、ネガティブなイメージとして捉えるこ
とができる。しかし、性のイメージを形容する表現だ
けでなく、生命の側面や生命の連続性をイメージし
た生殖的知覚の存在がわかった。「性」とは、字か
らもわかるように、生きることに関連し、形態的には
その意味を理解することができる。そこで、中学生
が性というイメージから生命自体や種の保存ともい
える生命の連続性についてイメージ化出来ていた
ことは、生命と性が乖離していない状況であるとい
える。{貴重性}ではその数奇な確率で存在する神
秘性を備えた生命同様、｢性｣は人間にとって価値
ある大切なものであるという認識も存在した。 神秘
的な貴重な性であり、今後とも大切にしていきたい
という思いが存在していると推測できる。そのため、
生徒に「性」がなぜ貴重なのか、その理由や根拠を
十分に科学的に説明できることが求められている。  
性教育は社会的・文化的・政治的な要因の影響
を強く受けてきたという歴史的な特徴はあるが、人
間にとって性は生きるそのものであることの重要性
を継続的に説いていくことが、私達、性教育学を追
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求している者の役割の１つであると考える。 
{関係性}に関しては、パートナーとの相互関係ま
たはその関係性がイメージ化されており、一方通行
ではない人間関係が認識されていた。コミュニケー
ションと恋愛関係が基盤となり、性の意義の 3 側面
でもある生殖性、快楽性、連帯性の中の社会的側
面でもある連帯性に通じる部分であった。このことよ
り、性についての多面的な理解をもとに、人間関係
の中で育まれていく性についてさらに関心が持てる
ような教育体制が必要である。よって、グループワ
ークやロールプレイなどで、生徒の思考やその思
いを引き出すような関わりが、より性の中に存在す
る連帯性の理解につながる。つまり、「性」は相互に
成長し合う関係へと発展し信頼関係を構築する過
程を学ぶための重要な媒体であると考えられた。  
{行為性}、{邪悪性}、{危険性 }に関しては、性行
動そのものを想像し、その行為に関しての抵抗感、
さらに行為によるリスクといったイメージが作られて
いることがわかる。本研究では、男女の性差につい
ての検討はしておらず、その特徴を明確にすること
はしていない。しかし、緒言でも述べたように 7）-9）、
明らかな性差があると結論づけていることは確かで
ある。これらのことから、女性は性行動のリスクとして、
妊娠や出産が自分の身に起こるために切迫した感
情を抱き、性犯罪の被害者となり得る場合も男性に
比べ多いために、嫌悪的でネガティブなイメージを
持つのではないかと推察できる。今後はイメージに
おける性差を念頭に、実際の教育では男子にはよ
り性行動による危険性や嫌悪性がイメージの中に
存在して行くことも認識してもらい、現実のこととし
て捉えられるような事例提供を行うことも効果的で
あろう。そして、女子には性のネガティブイメージを
払拭するように、人間関係の中で段階的に進展し、
そして性の自己決定できるような理解を強調し、自
己がポジティブに考えられるような性アイデンティテ
ィの構築と成長を支援して行くこと望ましい。 
以上のことより、今後の性教育は、性行動を抑圧
し、禁欲指導をすることを主眼とするのではなく、女
性の妊娠可能適齢期も念頭に、豊かな性を追求し
て行くこと、タブー視せずに性についての検討でき
るような意識改革が課題であるといえる。そのため、
あえて男女の思考の違いが明確になり、互いが解
釈の違いに気づくことや思いを尊重できるよう男女
合同の教育プログラムが効果的ではないかと考え
る。 
さらに、性のイメージにおいて{困難性}が明確と
なった。これは、研究者が中学生を対象とした「生
命」のイメージの研究と同様の結果となった 6）。今
後は具体的な｢性｣の定義と共に、性行動だけまた
快楽性のみに偏ることのないバランスのとれた「性」
の意義に関する学習教材の研究・開発が期待され
る。しかし、そこで忘れてはならないことは、生徒が
「生命と性の健康教育を受けて本当に良かった。」
と実感することである。鹿間も「最も重要な点は、生
徒が自分自身の健康な生活を送るために性の健
康教育が役立つものだと感じなくてはならないので
ある。」13）と述べている。安易な講演会形式の単発
的な教育や生殖器系の知識重視型教育ではなく、
1 つの授業単元として、人間の生命の成り立ちから
恋愛や豊かな性を授業目的や授業目標などをしっ
かりと吟味し、他の教科と同様に評価も存在するカ
リキュラムの設立があるべき姿であろう。 
そのためには、医療関係者が学校教育関係者と
協力し、生命教育を基盤として性の健康に関する
教育体制整えることが急務である。特に助産師は、
生命誕生の瞬間に立ち会い、分娩介助業務を行う
専門家である。さらに性に関するリスクやその行為
が持つさまざまな状況や事例を把握できている場
合が多い。よって、学校や地域のネットワークづくり
を行い、生命や性に関する教育のアドバイザー的
な存在として、助産師を人材活用していくシステム
を構築することも効果的であり、有用であると考え
る。  
以上より、中学生がより人間関係の中で育まれ、
構築される性であることを解釈し、その多様性を理
解できるように教授していくことが示唆された。 
具体的で実践的な教材研究と全教科を巻き込
んだカリキュラムの構築、また理想的には「生命・
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性」に関する単独教科の設立が望ましい。 
 
 
結 論 
本研究は、中学生の「性」のイメージに焦点を当
て、その概念構造を探索するために要素を明らか
にし、今後の「生命と性の健康教育」に活かすこと
を目的とした。その結果、中学生が抱く「性」の
イメージは、7 つの要素が抽出された。生命と
その連続性を表す｛生殖性｝、価値ある神秘な
るものと実感した｛貴重性｝、相互のコミュニ
ケーションと恋愛関係を基盤とした｛関連性｝、
性行動を想像した｛行為性｝、行為や価値観か
ら表された｛邪悪性｝、性犯罪や性問題を捉え
る｛危険性｝、性の理解への限界と困難さを明
らかにした｛困難性｝の７つがあった。 
以上の結果より、中学生が性をより多義的に理
解できるよう、具体的で実践的な教材研究と全教
科を巻き込んだカリキュラム構築が必要であると示
唆された。また、学校内の教員と医療関係者、特に
助産師が協力し、人材活用できるシステムづくりが
必要である。さらに、内容として事例検討やディス
カッション、ロールプレイ等の演習を通して、性の意
義である「生殖性」「快楽性」「連帯性」の認識のバ
ランスと、性に関する健康保持のスキルを身につけ
られるよう、今までよりも科学的で実践的な生命と
性の健康教育が必要であることが示唆された。 
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t h e y  c o u l d  i n t e r p r e t  t h a t  e v e r y  j u n i o r  h i g h  s c h o o l  s t u d e n t s  t h e m s e l v e s  
w e r e  t h e  e x i s t e n c e  o f  s e x u a l i t y  r a i s e d  a n d  f o r m e d  a m o n g  h u m a n  
r e l a t i o n s h i p s  a n d  c o u l d  u n d e r s t a n d  t h e  d i v e r s i t y  o f  t h e  s e x u a l i t y .  I  
b e l i e v e  t h e r e  i s  a n  u r g e n t  n e e d  t h a t  m e d i c a l  w o r k e r s  a n d  s c h o o l  s t a f f s  
m o v e  t o g e t h e r  t o  c r e a t e  t h e  e d u c a t i o n  s y s t e m  f o r  s e x u a l  h e a l t h  b a s e d  o n  
l i f e  e d u c a t i o n  t o  r e a l i z e  t h i s  t e a c h i n g .  A s  t h e  m e t h o d  o f  i n s t r u c t i o n ,  i t  i s  
s u g g e s t e d  t h a t  m o r e  s c i e n t i f i c  a n d  p r a c t i c a l  e d u c a t i o n  i s  p r e f e r r e d  
t h r o u g h  e x e r c i s e s  s u c h  a s  t h e  c a s e  e x a m i n a t i o n ,  d i s c u s s i o n  a n d  r o l e - p l a y  
s o  t h a t  t h e y  c a n  a c q u i r e  t h e  b a l a n c e  o f  r e c o g n i t i o n  a m o n g  
“ r e p r o d u c t i o n ”  ” P l e a s u r e ”  a n d  ” S o l i d a r i t y ”  w h i c h  a r e  s i g n i f i c a n c e  o f  
s e x u a l i t y  a n d  s k i l l s  f o r  s e x u a l  h e a l t h  m a i n t e n a n c e .  
K e y  w o r d s :  l i f e  a n d  s e x u a l  h e a l t h  e d u c a t i o n ,  i m a g e s  o f  s e x u a l i t y ,  
J u n i o r  h i g h  s c h o o l  s t u d e n t s ,  a d o l e s c e n t
 
